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研究成果の概要（和文）：インドのヒジュラとカナダのベルダーシュを考察の対象に据え、異性
装の比較研究を実施した結果、当該社会において、異性の衣装を身に纏う行為が、単なるジェ
ンダーの逸脱や倒錯としてではなく、異なる力や聖性を表現する実践として認識されている、
あるいは、されていたことが明らかとなる。 
 
研究成果の概要（英文）：Practices of Trans-gender and Trans-vesting among Indian people 

and First Nations of Canada does (or did) not signify the Third gender status nor sexual 

perverts, but a gifted spiritual power and the sacredness in their societies.  
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１．研究開始当初の背景 

インド、グジャラート州で生活を営むヒジュ
ラ（両性具有のイメージが付与される人び
と）とのフィールドワークを通じて、女性の
記号であるサリーを纏うという行為が、異性
装ではなく、「異装」としての機能を果たし
ているという見解に至る。 

 

２．研究の目的 

本研究は、異性の衣装を纏うという反復行為
がもつ文化的意味の探究を切り口に、人類文
化における普遍的な現象としての異性装に
関する考察を行うことを目的とする。 

 

３．研究の方法 

装いの性規範を逸脱するインドのヒジュラ
と北米先住民のベルダーシュを考察の対象
に据えて、文献研究と海外調査の二側面から
異性装の比較研究を実施する。 
 
４．研究成果 
インドのヒジュラとカナダのベルダーシュ
を考察の対象に据え、異性装の比較研究を実
施した結果、当該社会において、異性の衣装
を身に纏う行為が、単なるジェンダーの逸脱
や倒錯としてではなく、異なる力や聖性を表
現する実践として認識されている、あるいは、
されていたことが明らかとなる。 
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 まず、ベルダーシュとかつて呼ばれた人び
とは、異性の衣装を纏い、異性の役割を担う
人々として記録されているが、現在では TWO 
SPIRITS という新しい呼び名が与えられ、ま
た、異装の実践も過去のものとなっている。
さらに彼らは、セクシュアル・マイノリティ
枠と先住民枠のどちらにも収まりながら、そ
のどちらにおいても中心的な存在にはなれ
ず、二重の差異化の作用によって周縁に追い
やられている現状にある。TWO SPIRITS を主
に形成されるアソシエイションでは、先祖か
ら受け継ぐ SWEAT LODGE の儀礼を継続的に行
っており、その儀礼の場において、先住民の
世界観におけるベルダーシュの地位や格別
な力についての語りを、今に生きる人びとと
共有しながら、ベルダーシュの存在意義を主
張し続けている。その実践のなかに、彼らに
付与された周縁性からの脱却の試みが見い
だされる。 
 一方、今日に生きるインド、グジャラート
州のヒジュラたちは、女性の記号となるサリ
ーを身に纏い、己の異質性を外部に向けて発
信する反復行為を実践している。異装が今日
においても有用であるのは、インドにおける
現世放棄の制度において、異装を纏うことに、
俗人と現世放棄者とを区分ける重要な意義
が認められているためと考える。ただし、イ
ンド全土のヒジュラが皆同じ認識のもとで
異装を纏っているのではないことも、北イン
ドのデリー、そして南インドのチェンナイで
生活するヒジュラたちとの接触を通じて明
らかとなる。 
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